第６１回塩尻市武道大会開催要項

１　主　　催　　　塩尻市体育協会

２　後　　援　　　塩尻市教育委員会

３　主　　管　　　塩尻市体育協会剣道部・柔道部・弓道部・相撲部・少林寺拳法
合気道部・空手道部

４　日　　時　　　令和元年９月１５日（日）弓道（申し込み締め切りました）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　剣道（申し込み締め切りました）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柔道
２９日（日）少林寺拳法
　　　　　　　　　　　　　１０月６日（日）空手道
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合気道

１９日（土）相撲
　　  　　 　 　　
  (１)開会式　　午前９時００分（各会場ごと）

(２)競技開始　　午前９時３０分

５　競技種目　　　剣道・柔道・弓道・相撲・少林寺拳法・合気道・空手道

６　会　　場　　　剣　　　道：（塩尻市立体育館）

　　（予定）　　　柔　　　道：（塩尻市立塩尻西部中学校武道場）
　　　　　　　　　相　　　撲：（塩尻市立体育館併設相撲場）

　　　　　　　　　弓　　　道：（塩尻市弓道場）

　　　　　　　　　少林寺拳法：（総合文化センター大会議室）
空　手　道：(吉田地区センター)  

合　気　道：(塩尻市立塩尻西部中学校武道場)

７　競技内容　　　

（１）剣道競技の部
１.日　　時　　令和元年９月１５日(日)　午前８時４５分　開会式（８時開場）
２.会　　場　　塩尻市立体育館
３.競技種目　　団体戦（５人制）
①一般の部　　②高校生男子の部　　③中学生男子の部
④小学生の部
 団体戦（３人制）

①高校生女子の部　　②中学生女子の部
　　　４.参加資格　　中信地区（高校生の部は、南信地区の参加を認める）に所在の団体及び、主催者が参加を認める団体で、１団体２チームまでの参加とする。

　　　５.参加方法　  ①高校生・中学生の部は、必ず男女別にチームを編成すること。

                .  　②５人制は、選手が４人の場合は次鋒を、３人の場合は次鋒と副将を欠員とする。３人制は、選手が２人の場合は中堅を欠員とする。
　　　６.競技規定　　 ・現行（財）全日本剣道連盟剣道試合・審判規則並びに本大会申し合せ事項による。

· 試合時間は３分とする。3本勝負とし、試合時間内に勝負が決しない場合は、引き分けとする。

· 勝敗は、勝者数により決する。勝者数が同数の場合は、取得本数の多いチームを勝ちとし、勝者数・取得本数とも同数の場合は、無制限1本勝負の代表決定戦により勝負を決する。

　　　７.参加料　　１チーム２,０００円（大会当日受付で支払う）

　８.申込締切り　令和元年８月２４日（土）
（２）柔道競技の部
　　　１.日　　時　　令和元年９月１５日（日）　

　　　　　　　　　　　　　集合　午前８時３０分　　開会式　午前９時

　　　２.会　　場　　塩尻市立塩尻西部中学校武道場
　　　３.競技種目　　(１)団体戦の部（男女混合可）

　　　　　　　　　　　　小学生低学年（１～３年生）・小学生高学年（４～６年生）

　　　　　　　　　　　　中学生・高校生

　　　　　　　　　　(２)女子団体戦の部

　　　　　　　　　　　　小学生低学年（１～３年生）・小学生高学年（４～６年生）

　　　　　　　　　　　　中学生・高校生

　　　４.競技規則 .  (１)国際柔道連盟試合審判規定「少年大会申し合わせ事項」により行う。

　　　　　　　　　　(２)団体戦のチーム編成は、監督１名・選手３名・補欠２名以内とする。

　　　　　　　　　　(３)女子団体戦にエントリーした選手には、団体戦には出場できない。

　　　　　　　  　　(４)参加チームに制限は設けない。

　　　　　　　　　　(５)オーダーについては、次の条件にしたがって編成すること。

1 １チームが定数に達しない時は、後ろ詰めとする。ただし、エントリー後の欠席の場合は後ろ詰めをしないで放棄とする。

2 小学生低学年および小学生低学年女子は、下学年から前になるように学年順とする。なお同学年の選手が複数いる場合は、体重の軽い選手が前になるようにする。

3 小学生高学年・高学年女子・中学生の部、中学生女子の部は、体重の軽い選手から前になるようにする。

4 選手またはオーダーを変更する場合は、当日朝の受付時に届け出ること。ただし、チーム間の選手の入替はできない。

　　５.脳震盪の対応について

　　　　　　　　選手及び指導者は以下の事項について遵守すること。

　　　　　　　　（１）大会前１ヶ月以内に脳震盪を受傷した者は、脳神経外科の診察を受け、出場
の許可を得ること。

　　　　　　　　（２）大会中に脳震盪を受傷した選手は、継続して当該大会に出場することは不可する。

　　　　　　　　（３）練習再開に際しては、脳神経外科の診察を受け、許可を得ること。

　　　　　　　　（４）当該選手の指導者は大会事務局及び全柔連に対し、書面により事故報告書を提出すること。

　６.その他

　　　　　　　（１）審判員は各団体１名の協力。

　　　　　　　（２）前回優勝チームは、優勝杯を必ず持参。

　　　　　　　（３）スポーツ傷害保険に加入すること。

　　　　　　　（４）競技中の事故については、応急処置をするがその後の責任は負わない。
　　　　　　　（５）ゴミは各自で持ち帰る。

　　　　　　　（６）貴重品は、館内及び会場内には置かない。
７.参加料　　　１チーム１,０００円（大会当日受付で支払う）
８.申込締切り　令和元年９月６日（金）
（３）相撲競技の部
　　　１.日　　時　　令和元年１０月１９日（土）　雨天決行

　　　　　　　　　　　受付　８時３０分　　開会式　９時３０分

　競技開始１０時　　　大会終了　１４時

　　　２.会　　場　　塩尻市立体育館併設相撲場

　　　３.選手資格　　塩尻市及び周辺市町村の小学校１年生から６年生男女

　　　４.競技内容　　団体戦　リーグ戦またはトーナメント戦

　　　　　　　　　　　　　　 低学年（３人制３年生以下）（女子も参加可能、学年は問わない）　
高学年（３人制４年生以上）（女子も参加可能、学年は問わない）
　　　　　　　　　,　個人戦 , 学年別リーグ戦またはトーナメント戦（３年生以下男女混合、４年生以上男女別）
　    ５.申込締切り　令和元年９月２７日（金）

（４）弓道競技の部
　　　１.日　　時　　令和元年９月１５日（日）　午前９時開会

　　　２.会　　場　　塩尻市弓道場

　　　３.競技種目　　①個人戦・・・一般・高校・中学共通

　　　　　　　　　.　②団体戦・・・一般の部・高校の部・中学の部

　　　４.競技方法　　①射　割　 １手　８:１５～８:５５（終わり次第終了）　
　　　　　　　　　　　受付時、整理券を配布する。入場時、係に渡す。
　　　　　　　　　　　第１射場を一般専用とする。

　　　　　　　       ②個人戦・・・１組３名以内　立射　１手１回、４矢２回　計１０射
　　　　　　　　　　 ③団体戦・・・個人戦最後の４矢をもって団体戦とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　 　.競技は一般の部から開始。

　　　５.表　　彰　 .①個人戦・・・１０位まで

　　　　　　　　　  ②団体戦・・・各部３位まで

　　　６.参加料　　　１人１,０００円（大会当日受付で支払う）
,　７.申込締切り　令和元年８月２５日（日）
（５）少林寺拳法競技の部
　　　１.日　　時　　令和元年９月２９日（日）　午前９時３０分～１１時

　　　２.会　　場　　総合文化センター大会議室
　　　３.競技種目　　演武大会
　　　４.申込締切り　令和元年９月１４日（土）

（６）空手道競技の部
　　　１.日　　時　　令和元年１０月６日（日）

　　　　　　　　　 　集合時間　午前８時３０分　　開会式　午前９時～

　　　２.会　　場　　吉田地区センターー
　　　３.競技種目　　個人形試合・個人組手試合・団体形試合・団体組手試合
　　　４.種　　目　　園児から一般まで（男女別）※園児は男女

　　　　　　　　　　注)但し、カテゴリーの中で人数が不足の場合は上・下学年と混合する。

　　　５.表　　彰　　上位３位まで賞状

　　　６.参加料　　１人４,０００円
　　　７.申込締切り　令和元年９月２０日（金）
（７）合気道競技の部
　　　１.日　　時　　令和元年１０月６日（日）
　　　　　　　　　　 開会式・開始時間　午前１０時

　　　２.会　　場　　塩尻市立塩尻西部中学校体育館武道場
　　　３.審　　判　　個人演武審査方式

　　　４.競技種目　　幼児・小学生低学年の部

　　　　　　　　　　小学生・中学生の部

　　　　　　　　　　小学生高学年・中学生の部

　　　　　　　　　　高校生・学生の部

　　　　　　　　　　一般女性の部

　　　　　　　　　　一般男性の部

　　　　　　　　　　指導者の部

　　　５.申込締切り　令和元年１０月５日（土）

８　申込先　　　　市体育協会又は各競技部

　　　　　　　　　電話５３－１３９３　ＦＡＸ５３－１３９３

９　その他　　　（１）スポーツ保険には必ず加入していること

（２）昼食は各自持参

（３）競技中に生じた事故については応急処置を講ずるが、以後の責任は負わない。

（４）競技終了後は会場の清掃を行い、「ゴミ」は持ち帰りのこと。

（５）使用会場については、トイレ等の清掃、戸締り、消灯等見回り確認して下さい。

（６）レクレーション保険に加入します。

※合気道・柔道・少林寺拳法・空手道・相撲はレクレーション保険(高校生以上)に対応出来ないため別の保険に加入します。
　

　

